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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成29年９月28日に提出いたしました第19期（自　平成28年７月１日　至　平成29年６月30日）有価証券報告書の記

載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　経営方針、経営環境及び対処すべき課題等

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

　　（訂正前）

　当社の属する外食業界は、市場への参入障壁が比較的低いことから新規参入が多く、加えて顧客嗜好の多様化

により、店舗間の競合・競争が激化しております。そして、業界自体が成熟する中では、マーケットと向き合

い、常に新しい価値を提供し続けることが重要であると考えております。このような状況の中、当社は「外食産

業の新しいスタンダードの創造」という目標を達成するため、以下の点に取り組んでいく方針であります。

(1）競合優位性について

　当社は、KICHIRI業態・いしがまやハンバーグ業態・オムライス業態等、あらゆる立地に対応した様々な業態

を保有しており、トレンドを的確に捉える高い業態開発力を持っています。また、従業員一人ひとりが、当社

の企業理念である「大好きが一杯」を表現し、当社独自の“おもてなし”を提供することで競合他社との差別

化を図ってまいります。

(2）人材確保及び教育について

　当社は、ホスピタリティに溢れた優秀な人材の継続的確保が重要な経営課題であると認識しております。そ

のため、中途採用による即戦力となる人材の確保はもちろん、新卒者の採用を積極的に行っています。これま

でのピラミッド型の組織体系ではなく、多く階層を持たないフラットな組織体系によって情報の伝達を早める

ことで、風通しの良い、従業員一人ひとりの働く意欲を高められる組織を構築しております。

 

　　（訂正後）

(1）会社の基本方針

　当社は、「大好きが一杯」の企業理念の下、ドミナント構築による規模拡大、更にはサービス・商品・空間全

てにこだわる店舗運営を行うことで外食産業における新たなスタンダードの創造を目指しております。「きちり

を大好きで一杯にしたい」家族、恋人、友達、お客様、社員、パートナー、お取引業者様、誰でもいい自分の周

りにいる人達を大好きになろう。そして大好きに思っている人達から愛されるべき人間になろう。顔を見たら、

目が合ったら“ニコッ”とされるような愛すべき人間になろう。そしたらみんなすごく幸せな人間になれると思

う。大好きが一杯な人達と一緒に仕事が出来たらすごく楽しいと思う。大好きが一杯で溢れている店をみんなと

一緒に創っていきたい。そして、「きちり」が沢山の人達から“ニコッ”と微笑みかけられるような存在になり

たい。

 

(2）目標とする経営指標

　当社は、高い収益性と財務健全性を維持しながら株主の皆様に利益還元したいとの考えから、売上高営業利益

率、ＲＯＥ、配当性向を目標とする経営管理を行っております。

 

(3）経営戦略

　当社は自社ブランド（業態）での店舗展開の他、当社のノウハウを他社に提供していくプラットフォームシェ

アリング事業の拡大により、外食産業の新たなスタンダードを創造してまいります。

 

(4）経営環境及び対処すべき課題等

　当社の属する外食業界は、市場への参入障壁が比較的低いことから新規参入が多く、加えて顧客嗜好の多様化

により、店舗間の競合・競争が激化しております。そして、業界自体が成熟する中では、マーケットと向き合

い、常に新しい価値を提供し続けることが重要であると考えております。このような状況の中、当社は「外食産

業の新しいスタンダードの創造」という目標を達成するため、以下の点に取り組んでいく方針であります。

①　競合優位性について

　当社は、KICHIRI業態・いしがまやハンバーグ業態・オムライス業態等、あらゆる立地に対応した様々な業態

を保有しており、トレンドを的確に捉える高い業態開発力を持っています。また、従業員一人ひとりが、当社

の企業理念である「大好きが一杯」を表現し、当社独自の“おもてなし”を提供することで競合他社との差別

化を図ってまいります。

②　人材確保及び教育について

　当社は、ホスピタリティに溢れた優秀な人材の継続的確保が重要な経営課題であると認識しております。そ

のため、中途採用による即戦力となる人材の確保はもちろん、新卒者の採用を積極的に行っています。これま

でのピラミッド型の組織体系ではなく、多く階層を持たないフラットな組織体系によって情報の伝達を早める

ことで、風通しの良い、従業員一人ひとりの働く意欲を高められる組織を構築しております。
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